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2012年の5月に、13時間のフライ

トと、3時間の高速バスの移動を終え、

半年間滞在するケンブリッジにたどり

着いた。目の前には、Parker’s Piece

と呼ばれる、象徴的な巨大広場。天気は、

予想通りの小雨。『遥かなるケンブリッ

ジ』（藤原正彦）の雰囲気が、そのまま

広がっており、知らない街に来た感覚

がしなかった。藤原氏の本を読んだ一

年ほど前は、自分がこの場所に研究に

来るとは、想像していなかったはずな

のに。

岡崎では、氷の融解ダイナミクス

や水溶液の分子構造など、水を主役に

した研究を続けている。総研大海外派

遣制度に応募する時、水関連の研究室

に行く事が頭によぎったが、それでは

自分のフィールドが広がらない。興味

はあるが、経験した事がない、生体高

分子の構造変化関連の研究ができるグ

ループに行こうと考えた。資金は日本

から持っていくのだから、実績がない

私でも受け入れてくれるだろう、と希

望を持って。快く受け入れてくれた

のは、英ケンブリッジ大学化学科の

David Wales教授だった（http://www-

wales.ch.cam.ac.uk/）。彼は、エネル

ギーランドスケープの視点から、クラ

スターの構造変化や生体高分子の反応

機構を分子レベルで捉える研究の大家

である。生体高分子に限らず、あらゆ

る分子のダイナミクスは、エネルギー

ランドスケープを感じて起こっている。

その為、Davidグループで研究を行い、

技術と視野を広げる事は、岡崎での水

の研究やUVSORで行われている二成

分系液体の局所構造研究にも役に立つ

事が期待できた。

研究室は、十数人のメンバーで構成

されており、日本の理論系グループと

同じように、それぞれ独自の生活リズ

ムで活動し、研究室に居る時間もバラ

バラだった。中には、ロンドンの自宅

から週に一度だけケンブリッジを訪れ

るポスドクもいたが、問題なく研究は

進んでいるようだった。印象的だった

のは、毎日朝と昼に二回のコーヒータ

イムが研究棟内の喫茶店で開かれる事

だった。強制的ではないが、リフレッ

シュと情報交換の場として、一日のリ

ズムに組み込んでいる人が多かった。

話題は、イギリス人が大好きな天気の

話から始まり、週末に行った小旅行や

最近話題のニュースなど身近で取り留

めのない話から、行き詰まっている研

究についての真剣な話など、多岐にわ

たっていた。私も毎日参加し、多人数

での英会話に苦戦しながら、楽しんで

いた。

ケンブリッジで取り組んだ課題は、

「生体高分子のリガンド結合自由エネ

ルギー計算方法の新規開発」。生体高

分子の機能発現メカニズムの解明や創

薬のスクリーニング法に繋がる基本的

で重要な課題である。課題はすぐに決

まったものの、生体高分子を扱った経

験が無い私が、高速スタートをきれる

はずがない。当初、グループメンバーは、

“研究”ではなく“勉強”をしに来た客

として、私を見ていたのではないだろ

うか。英語が堪能ではない私が、それ

を払拭するには、言葉ではなく目に見

える結果を出し、周りの人間を巻き込

むしか無かった。それは、つまり、論

文になる可能性を示し、共同研究者と

してのメリットを提供する事であった。

一つのテーマを数人で共有し、各人が

数個のテーマを並行して進めるグルー

プにとって、テーマが完成する可能性

をシビアに判断し、優先順位を付け、

費やす時間を決める事は、必然であっ

た。研究を始めて1ヶ月が経ち、運良

く結果が出始めると、毎週開かれるグ

ループミーティングで話題にあがる時

間も長くなり、自分のテーマの優先順

位が上がるのを感じた。成果がでない

時期は、当然その逆の状況に陥る。そ

のようなアップダウンを繰り返しなが

ら、世界中からポスドクが集まる研究

機関の厳しさと、ハイレベルで切磋琢

磨する楽しさを味わいつつ、ケンブリッ

ジでの研究生活が過ぎていった。最終

的に、多くのサポートを受けながら、
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研究をまとめ論文を投稿することがで

きたので、研究をする為に滞在した事

を少しは示せたのかもしれない。

研究以外の生活環境も、非常に快適

であった。街はコンパクトにまとまっ

ており、生活に必要な物は全て徒歩圏

内に位置し、便利であった。私が関わっ

た街の人たちは、短期滞在の研究者に

慣れているのか、そもそもの気質なの

か、優しく親切な人が多かった。治安

の面も問題なく、研究を終え夜中に帰

る時も危険を感じる事は無かった。た

だ、物価が高いことと、冬の日照時間

の短さは難点だった。帰国時の11月

には、サマータイムが終わり、午後3

時半には外が暗くなってしまった。北

欧に鬱な人が多いという噂は本当かも

しれない。イギリスは夏に行くべきだ。

食事に関して、渡航前に、イギリスへ

滞在することを告げた知人には、“料理

が不味いらしい”と必ず言われた。し

かし、フィッシュ &チップスは気に入っ

たし、日本料理も含め各国のレストラ

ンが並んでおり、食事に不自由するこ

とは無かった。

今回のケンブリッジ滞在では、今ま

でとは少し異なる研究課題に取り組み、

知識と技術を増やす事ができたと感じ

ている。さらに、様々なバックボーン

を持つポスドクと話をする中で刺激を

受け、上記のメインの研究課題以外に

もポリマーなど幾つか計算を始める事

ができた。また、少しは人脈を作れた

事で、情報交換だけでなく、将来的に

再度共同研究をする可能性もあると考

えている。

最後になりますが、このような機会

を与えて下さった大峯所長や小杉教授、

滞在のサポートをして頂いた分子研大

学院係の皆様や総研大学務課の我謝様

に心より御礼申し上げます。

　

総研大アジア冬の学校が平成25年

1月14日（月・祝）から17日（木）

にかけて岡崎コンファレンスセンター

で開催されました。分子研で行って

いる研究・教育活動をアジア諸国の大

学生・大学院生および若手研究者の育

成に広く供することを目的として平成

16年度に始まり、今回で9回目にな

ります。海外からの参加者は27名で

その国籍別の内訳はタイ16人、中国

7人、インドネシア1人、マレーシア

1人、台湾1人、韓国1人でした。そ

のほかに総研大生、分子研の若手研究

者など、日本国内からの参加者が20

人であり、参加者の合計47人でした。

今回は、テーマを「Frontiers in 

Photo-Molecular Science」としま

した。分子研の永田先生、岡本先生、

平等先生に加えまして、海外から招待

したBaltuska先生と、若手独立フェ

ローの石崎先生にもご講演いただき、

分子研で講義する機会のない先生方に

もご講演いただくことで、分子研内の

学生の人たちにとっても、新鮮な内容

になるようにしました。

特に今年度は櫻井先生から応募期

間中にタイのほうで強力にご宣伝いた

だいたことによって、海外からの応

募者の人数は、前年度の4倍程度とな

る108人となりました。30名以下ま

で絞り込む選考はかなり苦労をしまし

たが、昨年と比べてまじめな学生が多

く、講義中やその後での質問なども多

くあったと思います。有意義なイベン

トとするためには、今後も、しっかり

宣伝していくことが重要であることが

わかりました。
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